
                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八江桜のさとだより 

Gmail:sakuraekawado@gmail.com 

URL:https//www.facebook.com/kawado.community 

【地域づくりの基本理念】誰もが支えあい、安心して暮らせる活力ある地域づくり 88 年間 

ありがとう 

【発行・編集】川戸地域コミュニティ協議会 

〒６９９－４２２６江津市桜江町川戸１１－１☎ 0855-92-0026 

２０２０年 

１月 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
合
企
画
部
長 

三
浦
正
典 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

一
昨
年
は
、
中
国
地
方
の
豪
雨
災
害
が
あ
り
、
桜
江
町
も
大
き
な

被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
は
関
東
地
方
を
中
心
に
、
台
風
に
よ
る

被
害
が
甚
大
で
し
た
。
近
年
、
自
然
災
害
の
規
模
が
年
々
大
き
く
な

っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
ま
す
。 

 

川
戸
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
で
も
、
防
災
体
制
づ
く
り
に
取

り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

生
涯
学
習
・
青
少
年
健
全
育
成
部
長 

今
田
隆
文 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 

私
た
ち
の
部
会
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
と
も
に
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
の
世
代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
活
性
化
を

進
め
る
べ
く
「
家
族
と
地
域
の
絆
・
つ
な
が
り
事
業
」
や
「
川
戸
子
ど

も
見
守
り
隊
」
の
活
動
、「
石
見
神
楽
の
伝
承
・
㏚
事
業
」
な
ど
を
展

開
し
て
き
ま
し
た
。 

 

近
年
、
少
子
高
齢
化
が
急
激
に
進
行
、
桜
江
町
に
お
け
る
赤
ち
ゃ

ん
の
出
生
数
も
一
桁
と
い
う
状
況
で
す
。
わ
た
し
た
ち
の
愛
す
る
ふ

る
さ
と
“
川
戸
”
が
「
子
ど
も
を
産
み
、
育
て
や
す
い
元
気
な
町
」
で

あ
り
続
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
前
向
き
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

健
康
福
祉
部
長 

坂
越
智
砂
江 

 

新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

皆
様
と
明
る
く
楽
し
く
健
康
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
…
と
の
思

い
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な
こ
と
で
は
、
ま
め
な
く
ん

体
操
と
百
歳
体
操
で
す
。
第
一
、
第
三
火
曜
日
の
午
後
一
時
半
か

ら
保
健
セ
ン
タ
ー
指
導
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。
一
緒
に
楽
し
く
体

を
動
か
し
て
元
気
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

今
年
も
、
地
域
の
皆
様
の
健
康
維
持
・
増
進
の
一
助
に
な
れ
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

川
戸
地
区
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
健
や
か
に
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
は
、
川
戸
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
運
営
に
関
し
ま
し
て
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
を
顧
み
ま
す
と
日
本
各
地
で
未
だ
か
っ
て
体
験
し
た
こ

と
が
な
い
大
災
害
が
頻
繁
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
一
昨
年
、
豪
雨
災

害
を
体
験
し
ま
し
た
当
地
域
で
は
他
人
事
と
は
思
え
な
い
痛
み
を
感

じ
た
一
年
で
し
た
。 

 

川
戸
地
区
で
は
、
自
主
防
災
組
織
活
動
を
喫
緊
の
課
題
と
し
、
豪
雨

災
害
か
ら
ち
ょ
う
ど
一
年
目
に
当
た
る
七
月
六
日
に
「
避
難
行
動
訓

練
・
避
難
所
開
設
訓
練
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
二
百
六
十
三

人
に
の
ぼ
り
、
地
域
の
皆
様
の
災
害
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
突
発
的
な
災
害
発
生
時
に
、
安
否
確
認
か
ら
一
人
も
洩

れ
る
こ
と
な
く
、
皆
が
安
全
に
避
難
で
き
る
よ
う
「
自
助
・
共
助
・
近

助
」
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
今
後
も
地
域
の
防
災
力
強
化
に
努
め
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

 

「
誰
も
が
支
え
あ
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
」

を
基
本
理
念
と
し
、
自
分
た
ち
の
住
む
川
戸
地
域
を
み
ん
な
が
力
を
合

わ
せ
て
住
み
よ
い
“
ま
ち
”
に
し
て
い
く
こ
と
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

で
す
。 

 

協
議
会
発
足
か
ら
五
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
手
探
り
で
活

動
を
進
め
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
令
和
二
年
度
も
一
層
団
結
し
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

川
戸
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会 
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三
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生
活
安
全
・
環
境
保
全
部
長 

大
屋 

繁 
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

昨
年
は
環
境
保
全
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
JR
に
依
頼
し
、

川
戸
地
区
鳥
獣
害
防
護
柵
の
旧
三
江
線
線
路
北
側
の
草
む
ら
を
潜

み
場
と
す
る
イ
ノ
シ
シ
対
策
と
し
て
駅
か
ら
鉄
橋
方
面
へ
約
四
百

メ
ー
ト
ル
間
の
法
面
の
除
草
と
四
十
年
以
上
の
長
き
に
わ
た
り
生

い
茂
っ
て
い
た
樹
木
の
伐
採
を
行
い
ま
し
た
。 

 

今
年
度
は
、
農
林
水
産
省
が
進
め
て
い
る
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
の

実
質
化
」
＝
（
使
わ
れ
て
い
な
い
農
地
を
集
積
し
、
企
業
や
新
規
耕

作
希
望
の
若
者
に
土
地
を
提
供
す
る
）
に
向
け
て
、
耕
作
者
・
所
有

者
の
皆
さ
ん
と
話
し
合
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

    

（
写
真
提
供
：
大
屋 

繁
さ
ん
） 

自
治
振
興
部
長 

室 

章
典 

 

昨
年
は
、
連
合
自
治
会
と
一
緒
に
な
っ
て
二
年
に
一
度
の
「
川
戸

地
区
敬
老
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
川
戸
体
育
協
会
と
連
携

し
た
「
川
戸
地
区
民
体
育
大
会
」
や
「
子
供
神
楽
大
会
」
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
行
事
に
多
数
ご
参
加
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

川
戸
地
区
で
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
み
、
連
合
自
治
会
を

は
じ
め
と
し
て
各
種
団
体
の
活
動
が
衰
退
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
明
る
い
話

題
も
あ
り
、
自
治
振
興
部
と
し
て
も
川
戸
地
区
の
活
性
化
を
目
標

に
連
合
自
治
会
や
各
種
団
体
と
連
携
し
て
、
地
域
の
行
事
や
ス
ポ

ー
ツ
大
会
を
と
お
し
て
地
域
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
ま
す
。
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

２ 

 

 雨こそ降らないものの夜神楽に相応しいい冷え込ん

だ 

11 月 30 日（土）午後 6 時半から川戸交流センター体

育館において“川戸子供神楽”が上演されました。10

月 29 日から本番までの祝・土・日曜日を除く約一ヶ月

間、夕方 7時半から 9時近くまで練習を重ねた子ども

たちは、今年も立派に六調子の神楽を舞い上げました。 

 演目は、「神降し」に始まり「塵輪」まで八つで、昨

年同様中学生の応援出演を力に最後まで舞い上げまし

た。 

今年初めて「神降し」を舞う 1年生の 

市原彩音さんと山本盟紗さん 

 グラウンドゴルフ同好会では、時々雨が落ちる

なか 12月 7 日（土）、川戸交流センターグラウン

ドに集合し、８ラウンド 2ゲーム形式で大会を行

いました。 

 参加者は 21 名で志谷の入江一繁さんは、自身

のスティックでないにも関わらずホールインワ

ンを 3回も出され素晴らしい成績でした。この日

は、このグラウンドでの最後の大会に花を添える

ようにホールインワンが続出しました。 

旧川戸小学校校舎をバックに全員で記念撮影！ 

この景色の中でのグラウンドゴルフ大会は最

後！ 

お世話になりました=^_^= 

優勝：入江一繁さん 30 打 （H ３） 

2 位：水田卓彦さん  38 打 （H 1） 

3 位：鈩  静夫さん  38 打 

 

【ホールインワン】 

入江一繁  ③、小笠原順子 ②、水田卓彦 ①、 

佐々木敏行 ①、山本紀夫   ①、船津正雄  ①、   

本山高子  ①  
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寺本 昭さん（小田上・下） 

 4 期 12 年間にわたり、

地域住民のために粉骨砕

身で尽力いただきました。 

長い間 ありがとうござ

いました。 

 

。 

小笠原礼子 さん（三田地） 

 3 期 9 年間にわたり、地域

の皆さんのために女性らしい

細やかなお世話をしてくださ

いました。 長い間 ありが

とうございました。 

 

「自主防災活動」の実績を 

       日原地域自治会長会視察!! 

雨の中を一昨年の水害の現地視察（桜江大

橋、小田地区、川戸橋）の後、総合センター研

修室に場所を移し川戸地域の「自主防災活動」

について説明を行い、その後 質疑応答に入り

ました。 

●避難訓練の参加者が多いが、何か工夫をし

たか。 

→住民にとって、一昨年の災害が教訓になっ

ている。 

●伝達手段はどうなっているのか。 

→防災無線が普及しており、ほとんどの伝達

事項が行われている。 

生活の一部になっている。 

 

など多くの質問がありました。 

 

 12 月 17 日（火）、津和野町の日原地域自治会から「自

主防災」の取り組みについての視察研修に 12 名の自治

会長の皆さんが来町されました。 

 この視察は、津和野町役場から江津市役所防災係に

依頼があったものです。 

川戸地域コミュニティ協議会から、大屋 繁生活安

全・環境保全部長・三浦正典総合企画部長・本山事務局

長が、市役所から防災担当の森脇さんが対応しました。 

 

※小田上・下の後任は、徳田國敏さんです ※三田地の後任は、橋本 睦さんです 

桜江大橋の川戸よりの堤防か

ら、一昨年の水位を見聞！ 

スライドを使って説明！ 

熱心に質問が出されました 

防災無線を手に説明する総合企画部長。 

「日原にも各戸に防災無線があるので、今後は避難

情報も流した方がいいなぁ」との“つぶやき”も！ 

写真提供：集合写真 

津和野町役場 

「初めての事ですので不慣れですが

どうぞよろしくお願いいたします。」 
「不慣れですが 

どうぞよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

     

      

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 12 月 21 日（土）、高尾婦人会

（吉岡香支部長）では、前年に続

き今年もミニ門松作りを行いま

した。孟宗竹や松、南天、砂など

の主な材料は、佐々木章さんが準

備されました。前回の経験者に作

る要領を教えてもらいながら和

気藹々と作業をし、約１時間で完

成しました。思った以上に、イン

スタ映えする門松ができ「これで

正月が来る」とみなさんは大喜び

でした。 

４ 

【本日のメニュー】 

・黒豆寿司 

・鮭のホイル焼き 

・鶏のから揚げ甘酢あんかけ 

・切り干し大根とひじきの煮物 

・キンカンの甘煮 

・蕎麦汁 

・フルーツのヨーグルト和え 

 大霜の寒い朝でしたが、昼頃にはさんさんと陽が差

す良いお天気となった 12 月 16 日(月)、川戸支会の主

催で“ニコニコ給食”が保健センターで開催されまし

た。 

 参加された 8 人の女性方は、男性スタッフの巧妙な

進行で軽スポーツに興じた後、ビンゴゲームを楽しみ

ました。なかなかビンゴにならず、三面リーチ待ちの

気の抜けない勝負が続きましたが、最後は全員ビンゴ

で幕引きとなりました。 お昼は、手作り料理をおい

しくいただきました。 

ビンゴゲームの景品を手

に、笑顔の本山さんと松原

さん！ 

～小田とんど焼き～ 
と き：令和 2年 1 月 12 日 

（日曜日）10:00～ 

ところ：小田児童公園 

（とんど焼き） 

     小田集会所 

（ぜんざい・豚汁を 

用意してお待ちし 

ています。） 

～川戸とんど焼き～ 

 今年は、交流センターグラウ

ンドが旧川戸小学校校舎解体工

事のため使用できません。 

大変残念ですが例年のように

地区の皆さんが一堂に集まって

の“とんど焼き”は中止いたし

ます。 

 神社でも“とんど”が行われ

ますので、しめ縄やお札などは 

そちらにお願いします。 

記事・写真提供：大屋靖治さん 12/27(金) 石見ケーブルテレビで放映されました。 

 

ご
寄
付
御
礼 

 
 
 

堀 

理
子 

様
（
故 

堀 

辰
雄 

様
） 

  
 

香
典
返
し
に
替
え
て
、
川
戸
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ 

協
議
会
に
ご
寄
付
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。 

故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で 

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。 

ご
厚
志
に
対
し 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 


